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瓜〈
う
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）

　

開
花
時
期
は
、
七
月
〜
九
月
。
原
産
地
は
中
国
・
日
本
。
烏
瓜
は
夜
に
開
花
し
ま
す
。
レ
ー

ス
飾
り
の
あ
る
白
い
き
れ
い
な
花
で
す
。
目
立
つ
花
に
な
っ
た
理
由
は
、
受
粉
の
た
め
夜
行
性

の
ガ
を
引
き
寄
せ
る
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
花
は
翌
朝
、
日
の
出
前
に
は
萎
み
ま
す
。
。

　

名
前
の
由
来
は
、
烏
が
実
を
好
ん
で
食
べ
る
こ
と
か
ら
「
烏
瓜
」
と
な
り
ま
し
た
。

花
言
葉
：「
よ
い
便
り
」「
誠
実
」「
男
ぎ
ら
い
」

山の幸館

国指定天然記念物「ゴイシツバメシジミチョウ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年８月18日市房山にて撮影

か
ら
す
う
り

　熊本県下初の「森林セラピー基地」を目指し、昨年から準備を進めてきた認定実験

が、８月１０日（月）から１２日（水）にかけて、市房山周辺と八代市に於いて実施され

ました。その審査結果については、来年３月末に判明します。今回の実験責任者であ

る森林総合研究所の方は、「全国のセラピー基地の中でも、この市房山の広葉樹林帯

は大木が多く珍しい。癒し効果は高いのではないか。」と評価をしていました。認定後

は、幅広いセラピープログラムメニューを確立し、本村に癒しを求める人たちが全国

から集い、新たな流れの中で地域の人、もの、産業を有機的に連動させながら多くの

経済効果をもたらすセラピー基地となるような事業を展開していく計画です。

森林セラピー認定実験が実施されました！
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今
年
も
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
！

今
年
も
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
！

　
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
第
五
十
九
回
球
磨
郡
民
体
育
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
雨
の
影
響
で
陸
上
競
技
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
競
技
で
水
上
村
の
選
手
が
活
躍
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
第
六
十
四
回
熊
本
県
民
体
育
祭
が
九
月
十
九
日
（
土
）・

二
十
日
（
日
）
の
二
日
間
、
八
代
地
域
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
本
村

か
ら
も
三
十
二
名
の
選
手
が
球
磨
郡
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【陸上競技】　松原睦美

【　水泳　】

　蔵座和徳　荒嶽雄一　平井親志

　雨森英文　竹内雅典

　雨森真理　平井智美　小川恵　福田知子

【ソフトボール】

　那須裕平　井手智久　那須恵　高橋佳奈恵

　蔵座幸　益田富貴子　田浦忍　北村沙耶香

　井手希美　廣瀬葵　大倉美里　川畑律

　椎葉美織　嶽本晴子　椎葉沙紀　荒嶽亜衣

　那須鈴佳

【バスケットボール】　郷　真純

【弓道】　川原　勝英

【相撲】　立尾一貴

【アーチェリー】　西彰次郎　椎葉直徳

　　　　　　　　（敬称略）

◆第６２回熊本県民体育祭出場選手◆

グランドゴルフ

女子ソフトボール
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【総合順位】　７位

【女子ソフトボール】　優勝

【ソフトテニス】　団体３位

　個人　一般男子　優勝　田代浩幸・山田将大ペア

　　　　女子　　　優勝　福田仁美・中村和架ペア

【四半的弓道】　３位

【ゴルフ】　３位

【アーチェリー】　優勝　西　彰次郎

【グランドゴルフ】　２位　田浦　ハツ子
【水泳】

　男子

　２５才未満　２５ｍ平泳　　　　２位　山本　鈴樹

　　　　　　　２５ｍ自由形　　　２位　西　貴弘

　　　　　　　５０ｍ平泳　　　　２位　山本　鈴樹

　　　　　　　５０ｍ自由形　　　２位　西　貴弘

　　　　　　　　　　　　　　　　３位　藤原　和裕

　２５才以上　５０ｍバタフライ　優勝　平井　親志

　　　　　　　５０ｍ自由形　　　優勝　平井　親志

　３５才以上　２５ｍ平泳　　　　３位　雨森　英文

　　　　　　　５０ｍ背泳　　　　優勝　荒嶽　雄一

　　　　　　　５０ｍ平泳　　　　２位　雨森　英文

　４５才以上　２５ｍ自由形　　　２位　竹内　雅典

　　　　　　　５０ｍ自由形　　　２位　竹内　雅典

　女子

　２５才以上　２５ｍ自由形　　　２位　福田　知子

　　　　　　　５０ｍ自由形　　　２位　福田　知子

　３５才以上　２５ｍバタフライ　優勝　小川　恵

　　　　　　　２５ｍ自由形　　　優勝　雨森　真理

　　　　　　　５０ｍバタフライ　優勝　小川　恵

　　　　　　　５０ｍ自由形　　　優勝　雨森　真理

　６５以上　　２５ｍ自由形　　　２位　荒嶽　了子

　　　　　　　５０ｍ自由形　　　優勝　荒嶽　了子

（敬称略）

◆第５９回球磨郡民体育祭結果◆

バドミントン（女子）

バドミントン（男子）

野　球

ゲートボール

男子ソフトボール
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　７月２８日（火）から７月３１日（金）にかけて、水上中学校グラウンドにおいて「分館対抗ナイターソ
フトボール大会」が開かれ、各地区から１５チームが参加しました。
　連日熱戦を繰りひろげた結果、湯山覚井分館が見事優勝しました。結果は次のとおりです。
優勝　湯山覚井分館、　準優勝　宮田分館、　第３位　上楠分館、川内分館

　今年の 11 月 29 日㈰に第１回公認熊本水上ロードレー
ス大会が開催されます。この大会は㈶日本陸上競技連盟
の公認コース・公認大会であり、参加資格は 2009 年度日
本陸上競技連盟登録者のみの出場となります。また、全
国より 20 名程度の実業団選手を招待する予定で、当日は
市房ダム周辺での高速レースが期待されますので観戦、
応援のほどをよろしくお願いいたします。
当日は交通規制等を行います。村民のみなさまには大変
ご迷惑をおかけすると思いますがご協力よろしくお願い
いたします。
種目等は次のとおり

【種目・時間】
　10㎞の部　　　　　　高校男子　　　（１０：００）
　ハーフマラソンの部　一般男子　　　（１１：００）
　10㎞の部　　　　　　高校・一般女子（１１：０３）

【参加料】　一般男女（大学生）１，５００円
　　　　　高校男女　　　　　１，０００円

【受　付】　平成２１年　８月１２日（水）開始
　　　　　平成２１年１０月２８日（水）締切
お問い合わせ先　水上村　教育委員会　℡44-0333

平成21年度分館対抗ナイターソフトボール大会組合せ表
4
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5

46

優勝した湯山覚井分館チーム

優勝は湯山覚井分館
～分館対抗ナイターソフトボール大会～
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第
五
回

水
上
村
議
会

　
臨
時
会

　

平
成
二
十
一
年
第
五
回
臨

時
会
が
、
七
月
三
十
日
、
会

期
一
日
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
に
は
、
条
例

の
一
部
改
正
一
件
、
平
成

二
十
一
年
度
各
会
計
補
正
予

算
二
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重

に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
条
例

○
水
上
村
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

■
予
算

○
平
成
二
十
一
年
度
水
上

村
一
般
会
計
補
正
予
算

○
平
成
二
十
一
年
度
水
上

村
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

■
そ
の
他

○
継
続
審
査
申
出
書
（
議

会
運
営
委
員
会
）

岩
野
保
育
所

　
　
夏
ま
つ
り

　

八
月
一
日
（
土
）、
待
ち
に
待
っ

た
岩
野
保
育
所
の
夏
ま
つ
り
。
雨

が
心
配
さ
れ
る
中
、「
ワ
ッ
シ
ョ

イ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」
を
か
け
声

に
お
神
輿
行
列
が
始
ま
り
、
岩
野

商
店
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
お
神
輿
を
元
気
な
か
け

声
と
と
も
に
担
い
だ
の
は
、
年
長

児
六
名
、
年
中
児
十
二
名
。
続
い

て
、
ま
と
い
や
団
扇
を
手
に
し
た

年
少
児
（
三
才
児
）
十
三
名
、
手

作
り
団
扇
と
缶
太
鼓
を
持
っ
た
未

満
児
二
十
八
名
が
お
神
輿
行
列
を

盛
り
上
げ
、
浴
衣
を
ま
と
っ
た
可

愛
い
園
児
達
に
、
保
護
者
や
沿
道

の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
神
輿
の
後
は
、
遊
戯
室
に
移

動
し
て
年
長
児
に
よ
る
は
じ
め
の

湯
山
保
育
所

　
　
夏
ま
つ
り

　

七
月
二
十
五
日
（
土
）、
恒
例

の
湯
山
保
育
所
夕
涼
み
会
を
開

催
。
朝
か
ら
激
し
い
雨
が
降
り
、

残
念
な
が
ら
保
育
所
室
内
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
家
族
の
方
や
地
域

の
方
々
が
が
た
く
さ
ん
応
援
に
駆

け
つ
け
、「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ

し
ょ
い
」
と
元
気
な
掛
け
声
え
で

お
神
輿
行
列
が
ス
タ
ー
ト
。
皆
さ

ん
の
応
援
に
応
え
る
よ
う
に
、
五

歳
児
四
名
の
子
供
達
が
り
り
し
い

ハ
ッ
ピ
姿
で
お
神
輿
行
列
を
リ
ー

ド
し
、
〇
歳
か
ら
四
歳
ま
で
の

三
十
三
名
の
子
供
達
が
可
愛
ら
し

い
浴
衣
や
甚
平
姿
で
元
気
い
っ
ぱ

い
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
遊
戯
室
で
、
子
供

達
の
活
気
あ
ふ
れ
る
遊
戯
、
和

気
あ
い
あ
い
の
親
子
音
頭
を
踊

り
、
夏
祭
り
ム
ー
ド
一
色
と
な
り

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
五
歳

児
に
よ
る
は
じ
め
の
言
葉
で
開
幕

し
、
〇
・
一
・
二
歳
児
の
親
子
魚
つ

り
ゲ
ー
ム
、
三
・
四
・
五
歳
児
に
よ

る
ジ
ュ
ー
ス
の
早
飲
み
競
争
で
ま

す
ま
す
園
内
は
大
も
り
上
が
り
。

保
護
者
の
方
々
の
ビ
ー
ル
早
飲
み

も
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
司
会
進

行
で
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
で
の
出
し
物
が
終
わ
る
と

言
葉
で
発
表
会
の
開
幕
。
ひ
よ
こ

組
は
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
魚
釣

り
ゲ
ー
ム
、
り
す
組
、
う
さ
ぎ
組

は
ジ
ュ
ー
ス
の
早
飲
み
競
争
を
行

い
、
園
内
は
終
始
大
賑
わ
い
。

　

ま
た
、
園
庭
で
は
保
護
者
会
に

よ
る
バ
ザ
ー
も
出
店
し
、
年
に
一

度
の
お
祭
り
は
、
子
供
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
を
締
め
く
く
っ
た

の
は
、
き
れ
い
な
打
上
げ
花
火
。

楽
し
か
っ
た
夏
祭
り
は
あ
っ
と
言

う
間
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
汗
を

か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
頑
張
っ
た

園
児
達
。
子
供
達
は
も
ち
ろ
ん
の

事
、
保
護
者
の
方
々
に
と
っ
て
も

楽
し
い
夏
の
思
い
出
が
出
来
た
よ

う
で
す
。

保
護
者
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
開
店
。

か
き
氷
な
ど
内
容
も
盛
り
沢
山

で
、
子
供
達
の
う
れ
し
そ
う
な
笑

顔
が
園
内
中
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
雨
も
止
み
、
園
庭
に
て

最
後
の
打
ち
上
げ
花
火
を
満
喫
。

今
年
も
ま
た
、
子
供
達
の
心
に
と

て
も
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん

残
す
こ
と
が
で
き
た
夕
涼
み
会
に

な
り
ま
し
た
。
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水上村農業委員会　　　　　　　　　　ＴＥＬ　
球磨地域農業協同組合　水上店　　　　ＴＥＬ　0966-46-0311（担当：椎葉）

0966-44-0314（担当：田島） 
 

水上村農業委員会　　　　　　　　　　ＴＥＬ　
球磨地域農業協同組合　水上店　　　　ＴＥＬ　0966-46-0311（担当：椎葉）

0966-44-0314（担当：田島） 

 
水上村農業委員会　　　　　　　　　　ＴＥＬ　
球磨地域農業協同組合　水上店　　　　ＴＥＬ　0966-46-0311（担当：椎葉）

0966-44-0314（担当：田島） 

シリーズシリーズ

窓からみ
る
農
業5858

農業者の皆さん、
　老後の備えは
　　万全ですか？
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天
皇
陛
下
御
即
位

二
十
年
記
念
パ
ネ
ル
展

　

本
年
十
一
月
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
、
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
熊
本
県
奉

祝
式
典
に
伴
い
、
天
皇
陛
下
の
ご
公
務
を

中
心
と
し
た
パ
ネ
ル
展
を
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
覧
下
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

○
期
日
：
平
成
二
十
一
年
九
月
七
日（
月
）

～
十
一
日
（
金
）
ま
で
の
五
日
間

○
時
間
：
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時

十
五
分

○
展
示
場
所
：
水
上
村
役
場
・
岩
野
公
民
館

電
気
事
故
防
止

　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め
に
、
水

田
や
畑
に
電
気
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

電
気
柵
に
は
電
流
が
流
れ
て
い
て
、
触
れ
る
と
大
人

が
尻
も
ち
を
つ
く
ほ
ど
の
電
撃
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
り
、
全

国
で
は
感
電
事
故
も
お
こ
っ
て
ま
す
。
特
に
子
供
や
お

年
寄
り
・
ご
病
気
の
方
は
、
電
気
柵
に
近
づ
か
な
い
よ

う
ご
注
意
下
さ
い
。

　

な
お
、
電
気
柵
の
設
置
者
は
、
注
意
表
示
版
を
下
げ

た
り
、
看
板
を
立
て
て
注
意
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
安

全
へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
水
上
村
役
場
　
経
済
課
　
☎
四
四
ー
〇
三
一
四

2010年世界農林業センサスが実施されます
　農林水産省では、平成 22 年２月１日現在で、「2010 年世界農林業センサス」を
実施します。この調査は、我が国の農林業・農山村地域の実態を明らかにする最
も基本的な調査です。
　１月中旬から調査員が農林業関係者の方々を訪問して、調査
票に農林業の経営状況などの記入をお願いします。

　調査票に記入された事項については、統計以外の目的には使用されませんので、ご
協力をお願いします。
　お問い合わせ先　水上村役場　企画観光課　℡ 44-0312



8

配
偶
者
の
退
職（
失
業
）に
よ
り

第
三
号
被
保
険
者
の
資
格
を
失
っ
た
と
き

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
厚
生
年
金
・

共
済
組
合
の
加
入
者
）
の
被
扶
養

配
偶
者
は
、「
第
三
号
被
保
険
者
」

と
し
て
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
ま
す
が
、
配
偶
者
が
退
職
（
失

業
）
し
て
失
職
す
る
と
、
夫
婦
と

も
に
市
区
町
村
役
場
で
国
民
年
金

の
「
第
一
号
被
保
険
者
」
に
な

る
た
め
の
手
続
き
を
行
い
、
お
一

人
、
月
額
一
四
、六
六
〇
円
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
第
一
号
被
保
険
者
は
、
原
則
、

二
〇
歳
以
上
六
〇
歳
未
満
の
方

に
限
ら
れ
ま
す
。

　
前
納
の
お
勧
め

　

国
民
年
金
に
は
、
一
年
分
ま
た

は
六
カ
月
分
な
ど
、
定
め
ら
れ
た

月
数
分
に
つ
い
て
、
保
険
料
を
前

納
す
る
と
割
引
に
な
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

退
職
（
失
業
）
さ
れ
た
方
に
つ

い
て
、
夫
婦
お
二
人
で
国
民
年
金

の
保
険
料
を
納
め
る
の
は
大
変
で

す
が
、
あ
る
程
度
の
蓄
え
が
あ
る

方
に
は
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
の
減
額
を
防
ぐ
た
め

に
、
前
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

前
納
の
割
引
率
は
、
最
大
で

年
二
・
一
％
（
口
座
振
替
で
平
成

二
一
年
度
の
一
年
分
の
保
険
料
を

前
納
し
た
場
合
の
実
績
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

※
平
成
二
二
年
度
の
一
年
分
の
保

険
料
の
前
納
額
等
は
、
平
成

二
二
年
二
月
の
上
旬
ま
で
に
公

表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
退
職
（
失
業
）
時
の

　
　
特
例
免
除
制
度

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
市
区
町
村
役

場
に
申
請
し
て
、
認
め
ら
れ
れ
ば

保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
請
免
除

に
は
所
得
制
度
が
あ
り
、
申
請
者

本
人
は
も
ち
ろ
ん
世
帯
全
員
の
前

年
の
所
得
が
審
査
の
対
象
と
な
り

ま
す
が
、
特
に
、
配
偶
者
が
免
除

申
請
す
る
年
度
ま
た
は
そ
の
前

年
度
に
退
職
（
失
業
）
し
た
場
合

は
、「
特
例
免
除
」
と
い
っ
て
、

退
職
し
た
配
偶
者
本
人
の
所
得
の

状
況
を
除
外
し
て
審
査
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
所
得
制
限
の
審
査
の
ハ

ー
ド
ル
が
低
く
な
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
を
利
用
す
る
と
、
①

免
除
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年

金
・
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
資
格

期
間
の
二
五
年
に
算
入
さ
れ
ま

す
。
②
免
除
さ
れ
た
期
間
は
老
齢

基
礎
年
金
の
二
分
の
一
の
年
金
額

が
保
障
さ
れ
ま
す
。
③
万
一
、
障

害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故

が
発
生
し
た
と
き
に
、
障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
の
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

※
そ
の
他
、
免
除
制
度
、
前
納
制

度
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

区
町
村
役
場
ま
た
は
社
会
保
険

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

○
水
上
村
役
場
　
住
民
福
祉
課

四
四
ー
〇
三
一
三

フジドリームエアラインズ（ＦＤＡ）による熊本～静岡線の就航について
　本年６月に開港した富士山静岡空港を拠点とする航空会社フジドリームエアラインズ（ＦＤＡ）が、
７月２３日、熊本～静岡線を開設しました。
　使用される機材は、座席数が７６席の小型ジェット機で、熊本線は当面１日１往復の運行ながら、ビ
ジネスや観光利用に便利なダイヤ設定となっています。所要時間は９０分と熊本と静岡・東海地方の距
離がぐっと近まり、新たな出会いと交流に期待がふくらみます。　
　この機会に、ぜひフジドリームエアラインズ熊本～静岡線をご利用下さい。

就航開始日・・・平成２１年７月２３日（木）
運行ダイヤ・・・１日１往復　　　　　静岡発　８：４５→熊本着１０：１５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本発１０：５０→静岡着１２：２０
座　席　数・・・７６席

運賃（片道 )
～８／３１ ９／１～

大人普通運賃（片道） 38,800円 38,800円
事前購入割引運賃（片道） 21,800～ 34,800円 19,800～ 34,800円

お問い合わせ
　熊本県地域振興部交通対策総室　　担　当：田中・日吉　　ＴＥＬ　096-333-2165　　ＦＡＸ　096-385-4815
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ち
』
に
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
た
あ
の

一
言
」
で
す
。

　

生
き
て
い
る
、
生
か
さ
れ
て
い

る
、
助
け
て
く
れ
た
、
生
き
る
勇

気
を
与
え
て
く
れ
た
、
そ
の
よ
う

な
言
葉
を
募
集
し
ま
す
。
誰
か
ら

も
ら
っ
た
言
葉
で
も
結
構
で
す
。

▽
規
格　

六
十
字
以
内
の
「
こ
と

ば
」
と
、
そ
の
と
き
の
状
況
を

四
百
字
以
内
で
記
述

※
過
去
に
入
賞
さ
れ
た
作
品
に
つ
い

て
は
選
考
除
外
と
し
ま
す

▽
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も

※
一
人
何
点
で
も
可

▽
募
集
期
限　

十
月
一
日
（
木
）

▽
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
電
子
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
任
意
）
、
学
生

は
学
校
名
を
記
入
の
上
、
郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
直
接
に
、
ま

た
は
、
学
校
、
団
体
、
公
民
館
等

で
ま
と
め
て
応
募
く
だ
さ
い
・

※
募
集
要
項
は
教
育
委
員
会
文
化
振

興
課
及
び
各
分
室
、
各
地
区
公
民

館
等
に
あ
り
ま
す
。

▽
賞　

百
編
を
選
考
し
、
賞
状
並
び

に
次
の
副
賞
を
授
与
。

・
東
井
義
雄
賞
（
五
編
）

　
　

賞
金
三
万
円
と
記
念
品

・
秀
作
（
十
編
）
賞
金
１
万
円

・
特
別
賞
（
十
編
）
記
念
品

・
佳
作
（
七
十
五
編
）
記
念
品

※
応
募
結
果
は
、
入
賞
者
の
み
に
直

接
通
知
し
ま
す
。

▽
そ
の
他

・
平
成
二
十
二
年
二
月
頃
に
、
入
賞

作
品
発
表
会
（
表
彰
と
講
演
会

等
）
を
行
い
、
入
賞
作
品
百
編
を

掲
載
し
た
冊
子
を
作
成
予
定
。

・
応
募
作
品
に
つ
い
て
、
一
切
の
権

利
は
豊
岡
市
教
育
委
員
会
が
有

し
、
書
簡
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
入
選
者
の
氏
名
、
市
町
村
名
、
学

校
名
な
ど
が
掲
載
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
教
育

委
員
会
但
東
分
室
内
「
東
井
義
雄

い
の
ち
の
こ
と
ば
募
集
係
」

S
〇
七
九
六
ー
五
四
ー
一
〇
二
五

電
子
メ
ー
ル

　

to
u

i-k
in

e
n

k
a

n
@

city
.

toyooka.lg.jp

「
い
の
ち
の
こ
と
ば
」
の
冊
子
を
販

売
し
て
い
ま
す
！

　

第
一
回
か
ら
第
六
回
の
入
選
作
品

百
編
を
掲
載
し
た
冊
子
を
一
冊
六
百

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
ご
購
入
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ

　

豊
岡
市
教
育
員
会
但
東
分
室

　

Q
〇
七
九
六
ー
二
一
ー
九
〇
三
六

土
地
・
建
物
に
関
す
る
登

記
測
量
の
無
料
相
談
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ

熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

人
吉
支
部

　

来
る
十
月
一
日
「
法
の
日
」
に
ち

な
ん
で
、
熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
人
吉
支
部
で
は
、
土
地
・
建
物
に

関
す
る
登
記
測
量
の
無
料
相
談
を
下

記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

日
時
：
十
月
一
日
（
木
）
～
十
月
二

日
（
金
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所
：
人
吉
球
磨
で
開
業
の
各
土
地

家
屋
調
査
士
事
務
所
（
電
話
で
の

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
人
吉

支
部　

支
部
長　

右
田
秀
美

　

（
電
話
四
三
ー
二
一
六
五
）

平
成
二
十
一
年
度
く
ま
も
と

の
木
で
育
む
教
育
推
進
事
業

「
社
会
教
育
の
推
進
～
講

師
派
遣
～
」募
集
に
つ
い
て

事
業
実
施
期
間
：
平
成
二
十
一
年
十

月
～
平
成
二
十
二
年
三
月
末

　

子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ー
イ（
ガ

ー
ル
）
ス
カ
ウ
ト
等
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
計
画
さ
れ

る
活
動
に
、
気
を
使
っ
た
も
の
づ
く

り
や
木
を
テ
ー
マ
と
し
た
ゲ
ー
ム
等

の
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、「
円
形
木

琴
」
づ
く
り
や
木
の
特
性
に
関
す
る

学
習
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
で

す
。

　

も
の
づ
く
り
の
た
め
の
材
料
費
や

講
師
へ
の
謝
礼
等
は
県
で
負
担
し
ま

す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
熊
本
県
林
業

振
興
課
（
Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー

二
四
四
八
）ま
で
。

内
職
事
業
所
の
求
人
情
報

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
し
ご
と
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、内
職
事
業

所
の
求
人
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。求
人
を
希
望
さ
れ
る
内
職
事

業
所
の
方
は
御
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
内
職
求
人
の
申
込
み
に
つ
い
て

一
．来
所
又
は
電
話
に
て
、
し
ご
と

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
就
業
支

援
相
談
窓
口
に
御
相
談
く
だ
さ

い
。

二
．内
職
の
内
容
等
を
お
伺
い
し

た
う
え
で
、登
録
を
行
い
、求
職

者
へ
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

※
当
セ
ン
タ
ー
で
は
内
職
の
あ
っ

せ
ん
は
い
た
し
ま
せ
ん
。求
職

者
か
ら
事
業
所
へ
直
接
連
絡
が

あ
り
ま
す
。

◎
内
職
を
発
注
す
る
際
の
お
願
い

　

工
賃
、報
酬
、条
件
等
で
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
条
件

等
を
明
示
し
た
文
書
を
内
職
希
望

者
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
【
利
用
時
間
】

　
　

午
前
九
時
～
午
後
七
時

※
休
館
日（
月
一
回
程
度
）を
除

く
毎
日

【
電
話
】
〇
九
六
ー
三
五
五
ー

二
二
二
四

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http://w

w
w

.
parea.pref.kum

am
oto.jp/

sigotosien/

東
井
義
雄
賞

第
７
回
い
の
ち
の
こ
と
ば

募
集

　

い
の
ち
の
教
育
を
探
求
し
続
け
た

偉
大
な
教
育
者
、
東
井
義
雄
さ
ん

（
豊
岡
市
但
東
町
出
身
）
は
、
人
々

の
心
の
支
え
と
な
っ
た
多
く
の
言
葉

を
残
し
ま
し
た
。

　

そ
の
東
井
さ
ん
を
顕
彰
す
る
た
め

市
で
は
こ
の
賞
を
設
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
生
き
る
勇
気
と
希
望
を
与

え
た
「
こ
と
ば
」
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
作
品　

テ
ー
マ
は
「
『
い
の
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よろしくね！

尾前　咲
さ ら

來ちゃん（女）
（平成 21年６月 19日生まれ）

水上村大字岩野
父：竜二さん　母：薫さん

お姉ちゃん、お兄ちゃんと
　　　　仲良く元気に育ってね。

木下　瞬
しゅんき

希ちゃん（男）
（平成 21年６月１日生まれ）

水上村大字岩野
父：直樹さん　母：晴美さん

お兄ちゃん達に負けないくらい
　　　　　元気に大きくな〜れ♪

　平成23年7月に現在視聴しているアナログ放送が終了し、地上デジタル放送へと完全移行します。
　この地上デジタル放送を視聴するためには、地上デジタル放送対応のテレビ又はチューナー等が必要となり
ます。また、アンテナ工事等も必要となる場合があります。
　地デジ移行に便乗して、架空の工事料金や加入負担金を請求するといった詐欺も発生しています。
そこで、特に高齢者・障がい者等を対象として地デジについての正しい知識と情報を得ていただくために「地
デジに関する説明・相談会」を下記の日程により開催します。入場は無料です。
詳細は、8月下旬頃、全世帯に郵送されます「タウンメール(ゆうメール)」をご覧下さい。また、説明・相談
会に参加出来ない方の為に、戸別訪問の「申込書」も同封しておりますので、ご希望の方は、「申込書」に必
要事項記入の上、お申込み下さい。

【説明会日程】
　□場所　水上村岩野公民館
　◎日時　９月１５日(火)　(一部)午前 11：00～　（二部）午後2：00～ 

【その他】
　①下記会場、日程にて「地デジ受信相談窓口」を開設致します。お気軽にお立ち寄り下さい。
　　□場所 水上村役場　1階フロア
　　◎９月１６日（水）　午前9：30～午後4：00
●問い合わせ先
　総務省　熊本県テレビ受信者支援センター　☎：（096）325-6255　fax：（096）325-6288
　水上村役場　総務課　☎：（0966）44-0311

【地上デジタル放送に関する説明会のご案内】
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資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：7日・14日・21日・28日

9月のごみ収集・・・もったいないの心がつくる　３R（リデュース・リユース・リサイクル）推進

9

 日 月 火 水 木 金 土
   1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30

  3日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

10日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

17日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

24日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

今月のごみ事情今月のごみ事情今月のごみ事情・・ごみ減量・リサイクル推進事業
　　「おいしい相良藩、食べきり運動」・・・推進中

☆☆☆ クリーンプラザから☆☆☆

○生ゴミの減量：出す前にもう一絞り
　野菜の皮や魚の骨はもちろん、使用済みの茶がらやドリップ済みのコ
ーヒーがらなど、ごみ箱に入れる前に活用できるものはたくさんありま
す。茶がらをたたみの上にまいてから、ほうきでサッサと掃くおそうじ法
は、ほこりが立たず殺菌効果もあるという、古くから伝わる有効な知恵で
す。
　意外や意外！生ゴミのリュース方について拾ってみました。

○昔からあるアイデイアを実践してみよう。
　＜黄ばみを消す＞大根の切れはし
　和室の障子の黄ばみが気になったら、大根の汁を黄ばみの上から塗
ってみましょう。驚くほど白く、丈夫になるといわれてます。 

　＜油性ペンのらくがきに＞みかんの皮 
 家具などに油性ペンで落書きされても大丈夫。みかんの皮が有効です。
こするだけでスッキリとおちるそうです！ 

　＜鏡のくすみに＞じゃがいもの皮
　浴室の鏡は、水垢や経年のよごれでくすんでしまいがちです。ジャガ
イモの皮でこすって、からぶきをするだけ。ピカピカになります。

　＜フローリングのツヤだしに＞米のとぎ汁
　　床の雑巾がけに、米のとぎ汁を使ってみましょう。ぴかぴか！

24 31
①リデュース：ゴミになる物を買わない
②リユース：使える物は繰返し使う
③リサイクル :資源として再利用する

家庭でできる温暖化対策

地球温暖化が深刻化しています。
ライフスタイルを見直し日頃から省
エネを。

冷房の温度を1℃高く、設定する。カー
テンを利用して太陽光の入射を調整し
たり、クールビズ取り入れることで、冷房
に頼らないで過ごす時間をとり、冷房
を始める時期も少し待ってみる。
　◆年間約 33kgの CO2の削減
　◆年間で約 1,800 円の節約

設定温度１℃高く

●今月の人口●
　男　………1,210 人
　女　………1,355 人
　計　………2,565 人
戸　数………  937 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 21 年７月末現在

９月13日㈰　一の宮神社例大祭（湯山）

９月23日㈬　白水神社大祭（江代）

９月24日㈭　戦没者慰霊祭（展望所）

９月27日㈰　村内各小学校運動会

※予定ですので、変更になることがあります。

９月の行事予定
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山の幸館

国指定天然記念物「ゴイシツバメシジミチョウ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年８月18日市房山にて撮影

か
ら
す
う
り

　熊本県下初の「森林セラピー基地」を目指し、昨年から準備を進めてきた認定実験

が、８月１０日（月）から１２日（水）にかけて、市房山周辺と八代市に於いて実施され

ました。その審査結果については、来年３月末に判明します。今回の実験責任者であ

る森林総合研究所の方は、「全国のセラピー基地の中でも、この市房山の広葉樹林帯

は大木が多く珍しい。癒し効果は高いのではないか。」と評価をしていました。認定後

は、幅広いセラピープログラムメニューを確立し、本村に癒しを求める人たちが全国

から集い、新たな流れの中で地域の人、もの、産業を有機的に連動させながら多くの

経済効果をもたらすセラピー基地となるような事業を展開していく計画です。

森林セラピー認定実験が実施されました！


